携香女の主日の説教

人間の霊が死んでいる状態について
　今日の福音は、この世を旅する主の後について行き、主の受難に立ち会い、葬儀に参列した聖女数名の献身について語っている。葬儀は金曜の晩に行われた。その頃、ユダヤ人の憎悪は火を噴くEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(エトナ),火山)の火の溶岩のごとく流出し、主のみならず主と親しくしていた人を一人残らずEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の),呑)み込もうとしていた。聖使徒たちはやむなく逃走し、あるいは遠くから驚くべき出来事を眺めるしかなかった。ただ恐怖を知らない愛の弟子は、一歩たりとも主のもとを離れようとしなかった。そのとき、最高法院の名誉議員イオシフは、それまで最高法院に迫害されるのを恐れて主の弟子であることを秘密にし、ずっと心の思いを隠してきたが、突然、立ちはだかっていたEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうちょしゅんじゅん),躊躇逡巡)の壁を打ち破り、冷酷なピラトのところに行って、不名誉な刑に処された者の遺体を渡してくれと願い出、遺体を受け取り、謹んで敬意を表して墓に納めた。福音は、イオシフのしたことを寛大かつ勇敢な行為と評価している。まさにその通りの行為であった。最高法院の議員は、神を殺害した最高法院、神の殺害に加担したエルサレムを前に、人々に殺された神人の遺体を十字架から降ろし、城門城壁に近い園へと運んで行く。孤独な静寂が漂う園の木陰のもと、まるで至宝を包み隠すかのように清潔な亜麻布で遺体を包み、豊かな香料・香油を塗り、万人の罪を贖った遺体を一枚岩に掘った新しい墓に納める。主の葬儀には最高法院議員がもう一人参列していた。夜、主のもとを訪れ、主が神から遣わされたことを認めたニコディムである。イオシフは墓の門――福音書の言う門とは洞窟の低い入口のことである――に大きな石を転がしておき、務めを全うして帰った。最高法院はイオシフのすることを見張っていた。イオシフが帰った後、最高法院は気を配って墓に番兵を置き、入口の石に封印をしておいた。主の埋葬には、主の弟子も敵も証人として立ち会っていたのである。一部の最高法院議員は怒り狂って大いなる罪悪を犯しつつ、無意識のうちに大いなる生けEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にえ),贄)をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ささ),献)げた
。至聖なる生け贄をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほふ),屠)って人類の罪をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あがな),贖)い、実を結ばないEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(よしょうてき),預象的)な献げ物の連続に終止符を打ち、今後の献げ物を不必要なものとしたのである。また、他の最高法院議員は旧約の諸義人を代表し、神に喜ばれる姿勢で奉仕して人類の贖い主の葬儀を執り行い、旧約の諸子の敬虔な働きを完結させた。この時点から、新約の働き手たちの独占奉仕が始まるのである。
　聖女たちはイオシフに劣らず勇敢であり、献身的であった。金曜の葬儀には参列したが、安息日のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スボタ),土曜)には、密閉した洞窟の聖なる闇の中に眠られる主の遺体の安息を破ってはならないと思っていた。聖女たちは、主の遺体に香料を塗って主への熱心な気持ちを表そうとしていたのである。そこで、金曜の葬儀から帰った後、直ちに香料をたくさん買い込み、安息日の翌日に当たる週の初めの日、すなわち日曜日を待った。そして、日が出るとすぐ墓に向かった。その途中、墓の入口に大きな石が転がしてあることを思い出し、心配して「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たれ),誰)か我等の為に石を墓の門より移さん」
と話し合った。「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),其)の石はEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなは),甚)だEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),大)いなり」
。ところが、墓に着いてみると、石は不思議なことにわきへ転がしてあった。それを転がしたのは力強い光の天使である。この天使は主が復活した後に天から降り、天ですらEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),容)れきれない主を容れた墓に来て、番兵を恐れさせると共に封印を破り、重い石をわきへ転がしておいたのである。天使は石の上に座って聖女の到着を待っていた。聖女たちが着くと、天使は主が復活したことを告げ、使徒たちに伝えるようにと命じた。聖女たちは、主を憎む最高法院が番兵まで置いた厳戒態勢をものともせず、神人に熱心な思いを抱いて至聖なる遺体に敬意

を表そうと決意したからこそ、人として初めてハリストスの復活に関する確実な情報を得、復活を力強くEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の),宣)べ伝えるEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(こうし),嚆矢)となった。復活の知らせを天使の口から直に聞いたからである。限りなく完全なる神は人を分け隔てしない。神の前では万人は平等であり、どの人も熱心に神に献身すればするほど、霊的に優美なる特別な神の賜物を豊かに授かることができるのである。
　「誰か我等の為に石を墓の門より移さん」。この聖女たちの言葉には神秘的な意味がある。教訓に富むことなので、隣人を愛し、隣人の魂の利益を望むなら、それを解説しておかないわけにはいくまい。
　墓とは、われわれの心である。心は神殿であったが、墓となった。洗礼機密によってハリストスが心の中に入る。われわれの内に宿り、われわれの内から働くためである。洗礼のとき、心は神殿として成聖される。ところが、われわれは古い自分を生かし、いつも罪にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),堕)ちた意志、偽りに毒された理性にしたがって行動して、ハリストスを働かせなくする。洗礼によって入ったハリストスは引き続きわれわれの内におられるが、われわれの行動によって傷を負い、殺されている者のごとくおられる。手にて造られざる神殿は狭く暗い墓と化すわけである。すると、その入口に「甚だ大いなる」石が転がされてくる。神の敵は墓に番兵を置き、石と岩の封じ目に印をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),捺)して、石で塞いだ穴を封印しておく。石の重さだけでなく、特別な意味を持つ封印も「石に触れるな」と言っているようである。神の敵は死の状態が維持されるように墓を見張り、復活を阻止しようと万全の措置を講じている。
　石とは、聖師父の言う「無感覚」という魂の病である
。この病はその他の魂の諸病を守り、治し難くしている。無感覚とはどんな罪だろうか？そんな罪など聞いたこともないと、多くの人は言うであろう。聖師父によれば、無感覚とは霊的感覚が死んでいる状態であり、目に見えない人間の霊が霊的事柄に死んで物質的事柄には十分に生きることである。体は、長く病気にかかって体力を消耗し、あらゆる能力が衰えてしまうことがある。すると、病気は糧を失って体を悩まさなくなり、病人を去る。そうした病人は疲労困憊し、死んだような、何もできない状態になる。特に苦しんでいるわけではないが、疲れ果ててひどく病的な状態になる。人間の霊にも同じことが起こる。長く怠慢な生活を送って娯楽にふけり、絶えず故意に罪を犯し、神や永遠の世のことを忘れ、福音の誡めと教えを無視、もしくは軽視していけば、われわれの霊は霊的事柄に共感しなくなり、それに対して死ぬ。霊的事柄は存在していながら、人間の霊にとっては存在しなくなるのである。なぜなら、人間の霊はそれに生きなくなったからである。力を尽して物質的なこと、この世のこと、はかないこと、罪なることのみを追求するようになったからである。
　誰でもえこひいきせずに己の魂の状態を詳細に調べてみれば、必ずや無感覚の病を発見し、その大きな意義、重大さに気づくであろう。そして、それは霊が死んでいる兆候であり、証拠であることを認めるであろう。われわれは、神の言葉を読もうとすれば、直ぐに退屈してしまう。読んでいることはすべてわかりにくく注目に値しない、奇妙なことに思えてしまう。この読書から早く解放されたい気持ちになるが、なぜだろうか？ 神の言葉に共感しないからである。
祈りに立ったとき、心が乾燥しており、無関心な気持ちになり、注意散漫な祈りを急いで終わらせようとするが、なぜだろうか？ 神と疎遠になっているからである。神の存在を信じているが、信仰が死んでおり、神の存在を実感していないのである。また、永遠の世のことを忘れているが、なぜだろうか？ やがて果てしない永遠の世界に行かなければならないではないか。他の人と同様に、ほどなく死ななければならないではないか。なのに、なぜ忘れているのだろうか？ 心がすっかり物質に執着し、永遠の世のことを少しも思おうとせず、永遠を予感する貴重な感覚を喪失し、この世での旅について誤った感覚を身につけているからである。この誤った感覚のため、この世の一生はいつまでも続くものだと思っている。誤った感覚に惑わされているため、いつもそれに基づいて行動し、朽ちるべきこの世に心身の能力をささげ、待っているあの世のことを少しも気にしない――必ずあの世に住むことになるにもかかわらず。さらに、われわれは絶えず無駄口をたたいたり、笑い話をしたり、人の悪口を言ったり、毒舌をふるったりするが、なぜだろうか？ くだらない娯楽に退屈しないで何時間も過ごし、それでも飽き足らず、暇つぶしに明け暮れているというのに、自己の罪を省み、涙を流すことには些少の時間も当てようとしないが、なぜだろうか？ 罪に共感し、あらゆるはかないこと、罪につながることに共感してしまっているからである。また、神に喜ばれる徳を身につける訓練には共感しなくなっているからである。無感覚のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たね),種)は、われわれの自由意志の協力を得て、神に敵対する世と堕天使によって心にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),蒔)かれる。世のやり方にそって生活し、罪に堕ちた自己の理性・意志に従い、神に仕えることを止め、あるいは神に仕えることを怠っていけば、無感覚は育って強くなる。無感覚が長く心を支配し、心の性質となったときに、世と世を支配する悪霊とは石に封印をする。その封印とは、人間の霊が悪霊と交わり、悪霊に感化されて悪に染まり、悪霊の専制支配を受けることである。
 「誰か我等の為に石を墓の門より移さん」。気がかりと悲しみ、戸惑いの気持ちに満ちた質問である。この気がかりや悲しみ、戸惑いを覚えるのは、世と罪に仕えなくなり、主に向かって歩み始めた魂たちである。そうした魂は、恐ろしいほど大規模な無感覚を患っていることを目の当たりにする。EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうかん),傷感)
の心で祈りたい、他の読書をよしてただ神の言葉を読みたい、絶えず自己の罪を見つめて心を痛めていたい・・・端的に言えば、神に結ばれ、神の者になりたいと願っているが、意外にもそうさせてくれない障害が己の中にあることがわかる。世に仕えている者にはわからないその障害とは、心の無感覚である。それまで怠慢な生活を送ってきたことが致命傷となり、心はまったく生きている気配がない。頭は努めて死のこと、地獄の苦しみのこと、天国の楽しみのことを考えようとするが、無駄である。頭はその考えで心の扉を叩くが、無駄である。心は共感しない。地獄も、天国も、神の審判も、罪も、人間が罪に堕ちて滅びた状態も、心にはまったく無関係かのようである。心は深い死の眠りについている。罪の毒をあおって眠っているのである。「誰か我等の為に石を墓の門より移さん」。この「石は甚だ大いなり」。
　聖師父の教えによれば、心の中から無感覚を取り除くには、人間にできることとして、いつも忍耐強く無感覚と戦う努力を絶やさず、常に注意深く敬虔な生活を送ることが必要である。このような生活は無感覚生活の勢力をそぐ。しかし、人間自身の努力だけでは、無感覚という人間の霊の死を滅ぼすことはできない。無感覚を取り除いてくれるのは、神の恩寵の働きである。苦労して疲れている心を助けるため、天使が神の命令を受けて降り、心の入口から硬い無感覚の石を転がし、心に傷感を満たし、魂に復活を告げる。この復活は、不断の傷感がもたらす当然の結果である
。傷感は、心が神や永遠の世に対して生き返った第一の兆候である。傷感とは何か？ 人間が己を憐れみ、自己の不幸な状態、すなわち罪に堕ちた状態、永遠の死の状態をEQ \* jc0 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o(\s\up 9(ふびん),不憫)に思うことである。聖使徒ペトルの説教を聴いてこの思いを抱き、ハリストス教に入信しようとしたエルサレムの人々は、「心EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),刺)さるるがEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごと),如)し」であったと聖書に述べられている
。
　主の遺体は携香女の香料を入用とはしなかった。香料を塗る前に、その遺体は復活したのである。しかし、聖女たちは香料を買って準備し、明け方早く出発し、最高法院の怒りや墓の番兵を恐れずに命の墓に向かうことで主への気持ちを表し、愛の心を実証した。聖女たちが携えて供えようとしたものは必要とはされなかったが、その百倍もの報いを受けた。聖女たちは、それまで見たこともない天使が現れて、神人が復活し、人類が共に復活した確実な知らせを受けたのである。
　われわれが一生を捧げ、全身全霊の力を尽して神に仕えることは、神御自身のために必要なことではない。それはわれわれのために必要なのである。それを香料として携え、主の墓に供えることにしよう。善を行おうとする意志という香料を買って準備しておこう。若い頃から罪に仕えることを一切捨てよう。この代価を払って、善を行おうとする意志の香料を買っておこう。罪に仕えることと神に仕えることは相容れないことである。前者は後者を滅ぼすからである。われわれの霊が神に共感し、神に関する事柄に共感する気持ちを、罪を犯すことによって殺してはならない！ 罪に感化され、罪の専制支配を受けてはならない。無垢な青年時代から神に仕え始め、間断なく仕え続ける者は、絶えず聖神に感化され、その至聖なる恩寵の影響を受け、やがてハリストスの復活を実際に知り、霊がハリストスにあって生き返り、神の選任・命令を受けて兄弟たちに復活を宣べ伝える者となる。
　認識が不足し、あるいは誘惑に負けて罪の奴隷となり、悪霊と交わりを結んで仲間入りし、神や天の住民との霊的関係を失った者は、悔い改めて身を治療すればよい。治療は明日へ明日へと延ばしてはならない。延ばしていけば、不意の死が忍び寄り、突然この世を去らされ、限りない安息と祝賀の国に入ることができず、無用の毒麦として地獄の火に投げ込まれることになる。なお、その火は永遠に身を焼き続けても、決して焼き尽くすことはない。慢性疾患の治療は手間がかかり、素人が想像するほど容易なことではない。われわれは神の憐れみによって悔い改める時間を与えられているが、理由のないことではない。聖人は皆、悔い改める時間をくださいと神に祈ったが、理由のないことではない。罪の感化を消すには時間がかかる。聖神の感化を身につけるには時間がかかる。心身の汚れを清めるには時間がかかる。徳の衣を身にまとい、神に喜ばれる性質で身を飾るには時間がかかるのである。天の住民は皆、そうした性質で身を飾っている。
　身を備えた人の内にハリストスが復活し、墓であった心も再び神殿となる。「主よ、起きよ、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),吾)が神よ、我を救い給え」
。この神秘的かつ本質的な復活は、私の救いなのである。アミン。
� マルコ16:1～8、ルカ23:54～56、24:1～11、マトフェイ28:1～10参照。


� 使徒3:17～18。


�「だれが墓の入り口からあの石を転がしてくれるでしょうか」（マルコ16:3）。


� 「石は非常に大きかったのである」（マルコ16:4）。


� 階梯18章。


�（訳注）亜使徒聖ニコライ訳祈祷書で用いられている訳語で、深く感じて心を動かすことの意。


� 階梯1章6節。


� 「人々はこれを聞いて大いに心を打たれ、ペトロとほかの使徒たちに、『兄弟たち、わたしたちはどうしたらよいのですか』と言った」（使徒2:37）。





� 聖詠3:8。「主よ、立ち上がってください。わたしの神よ、お救いください」（詩編3:8）。
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